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　地域との関わりを工夫し小学校との連携や地域の行事に参加するなどを行っており、

成果も出てきていると感じているが、更なる向上に努めたい。

⑴生活指導 　一人一人の個性に応じた指導が計画的に進められており、教師自ら礼を正すよう心がけ、

⑵生活習慣 思いやりの心を持った幼児の育成のために努力している。

卒園した幼児の情報を今後の保育に生かせるように努めたい。

⑴研究・研修
　職員全体で地域開放や子育て支援に取り組んできたが、預かり保育や子育て支援の在り方を研修
し、学ぶ必要がある。

５．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

改善策を検討する資料として園運営のために生かしていきたい。

　前期の結果から改善されているとの評価であるが、今後、取り組むべき課題も明確になった。全職員の共通理解のもと

　園の教育方針に沿って子どもが成長していると実感されている。

　生活のリズムづくりや活動に必要なものを準備できるなどの基本的生活習慣の定着が達成しつつ

　職員全員で、園内外の危険箇所等を安全確認チェック表に沿って毎日確認を行えている。

　いろいろな活動を通して、幼児の体力づくりの工夫を心がけている。

⑸保育と計画

⑴健康と安全
⑵保育の喜び

⑶心の育成

あるが、経験したことを伝えるなどの表現する力が不十分であると感じておられる部分がある。

⑵子どもの保育に関
すること

家庭との連携を行い、改善に努める必要がある。

取　り　組　み　状　況

　園の保育や教育方針等にご理解を頂き、高い評価を得ている。

　前期では危機管理へも配慮について不足を感じておられる部分があったが、園の対応についての

共通理解ができてきているようである。引き続き、園の対応を発信していく必要がある。

４．評価項目の達成及び取り組み状況＜保護者＞
評価項目

⑴園経営に関すること

　園の目指す幼児像のイメージを的確に捉え、教育要領・教育課程・幼児の実態を踏まえ

⑵教育課程 て、指導計画を作成できており、幼児が自ら考え、工夫して活動できるように季節に応じた

⑶指導計画 環境づくりに努めている。

理解を図るとともに体力づくりをどのような意図で計画的に教育課程に取り入れているかを明確にして理解を図る。

３．評価項目の達成及び取り組み状況＜教師＞

⑷環境構成 　各自が保育の計画の評価を適宜におこない、次の保育にいかせるように心がけている。

かんがえる子ども・・・人の話をよく聞き、自分の言葉で話し、豊かな人間関係を作る子どもを育てる。

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画

じょうぶな体・・・心もからだも健康で、意欲的にチャレンジする子どもを育てる。

きれいな心・・・よろこびを感じる感性と、ありがとうと感謝の気持ちを伝える子どもを育てる。

１．本園の教育目標

　保護者への情報発信を職員全体で心がけている。

　参観や懇談会等で、日々の保育や子ども達の発達について保護者との共通理解が得られてきたと

積極的に関われるように努めてきた。

⑴保護者への対応
⑵守秘義務の遵守

感じている。

⑴地域との関わり

　各評価項目により自己評価を実施することによって、園の教育理念や教育目標・方針を確認し教職員の共通

評価項目 取　り　組　み　状　況

⑴教育方針の理解



○　園の活動では、子どもがやりたいことも、やりたくないことも、子どものペースでチャレンジさせてもらっているので、

少しずついろいろな経験が出来、成長を感じます。

○　毎日楽しく登園させていただいています。特にバス乗車時など、日々体調の変化、様子を見ていただいているなと感じて

おります。

Ａ　クラス懇談の際にご説明させていただきました。まだまだ気になること、不安に思うことがあると思います。園にお問い

○　感染症情報のお知らせの際、クラス名も記載してほしい。

Ａ　個を特定できる状況になり得るため、全体に配布する感染症情報のおしらせでは、クラス名は控えさせていただきます。　

個別に問い合わせいただきました時に、対応させていただきたいと思います。

○　認定こども園になるにあたり、いろいろな面で不安があります。今までとどのように変わってくるのか説明があると

Ａ　こども園になるにあたり、お仕事をされる方が増えることを予想しております。親子行事は土曜日または、日曜日にと

考えて年間行事を作成中です。難しい面も出てくるかもしれませんが、出来る限り検討していますので、ご理解のほど

○　園からのおたよりやホームページで活動の様子を知ることができ、また千代田へ入園を考えているお母様方に情報提供

しやすくなったと感じています。年間の行事を通して季節の遊びを取り入れてもらったり、食育などの取り組み（園での野菜

作り、芋ほり遠足のお芋クッキングなど）を感じ、よい保育をしていただいていると感じます。

合わせ下さい。個別に説明したいと思います。

○　今後仕事をしていくと仮定すると親子遠足は平日ではなく、土曜日に行うようにしてほしい。

○　フルで仕事をしているので、平日の親参加型の行事を、土日に持ってきていただく、または子どもだけで行う等に

少しずつしていただけると助かります。

面談を行う日を調整させて下さい。

行っております。

○　サッカーやピアノ教室のように放課後に英会話教室を行ってほしい。

Ａ　サッカー、ピアノ教室ともに園は会場を提供しているという立場であります。今後、放課後に園の保育室を使って　

英会話教室を行いたいという講師がいらっしゃいましたら、会場提供を検討していきたいと思います。

○　行事ごとに配布される写真付きのプリントですが、ホームページでも見ることができるので、紙が少しもったいない気が

Ａ　ホームページが動き出して1年が経ち、皆さんがホームページから行事の様子を見るということが定着していることを確認

したいと思います。確認がとれ、紙面による行事の様子の情報提供が必要ないと感じましたら、変更をしたいと思います。

○　なかなか登園準備が自分で出来ないでいます。

Ａ　なぜ出来ないのかを、知る必要があります。担任と情報を共有して、園と家庭とで協力して目標を達成していきましょう。　

生活習慣と指導
基本的生活習慣の学年ごとの定着目標を示し、園と家庭とで共通の取り組みを行いなが
ら、経験を伝える表現力を育む。

７．保護者の園への要望＜自由記述＞（回答）
○外国人講師による英会話教室などを年長さんになったらおこなってほしい。

Ａ　幼稚園教育要領の改訂にともない、異文化に触れる活動を年中・年長組は取り入れております。

英語だけではなく、世界にはいろいろな国があり、言語があることに気づかせ、興味をもつことをねらいとして

地域人材等の活用 小学校や地域との関わりと情報収集を積極的に行いながら、学年に応じた活用を図る。

６．今後取り組むべき課題
課題 具体的な取り組み方法

します。

よいと思う。

お願いします。



○　発表会の流れも子どもの出番の時には前の列で観られるなど、とてもよかったです。

○　生活していく中で、必要な習慣なども家庭での努力では難しいところを根気強い指導で身につけて下さったと感じます。

○　幼児一人一人の成長をきちんと見て下さるすばらしい幼稚園だと思います。通園させていただいたことに感謝の日々です。　

○　給食室ができ、子どもたちが温かい給食が食べられることがうれしく思います。

全項目の運営状況については、高い評価を受けており、妥当であると認められている。

９．財務状況

公認会計士の定期的な監査により、適正に運営されていると認められている。

たくさんのご意見ありがとうございました。

８．学校関係者評議委員会の評価

先生方の愛情をたくさん感じることが出来ました。

○　幼稚園に通いだしてから、心も体も家庭だけではみにつかなかったことが出来るように成長していてありがたいです。　

Ａ　たくさんのお褒めの言葉を頂きありがとうございます。これを励みに職員一丸となって、よりよい教育・保育を心がけます。

○　連絡帳や参観、面談や行事を通して園での様子を知ることができ、とても安心して通えました。天候不良などによる

行事の中止などの判断も早くて、とても助かりました。


